
＜研究報告＞

ハイテク都市深圳から見える中国という「くに」とその未来
―霞んで見える輝ける西洋近代―

The growing Shenzhen high tech city implies the future of Chinese regime

小門　裕幸
Hiroyuki Kokado

法政大学地域研究センター

『地域イノベーション』No.11 （2019 年 3月）抜刷



ハイテク都市深圳から見える中国という「くに」とその未来

Journal for Regional Policy Studies− 91 −

１）中国という「くに」
　私は、昨年 2 月、始めて中国深圳を訪問した。驚愕し
た。凄まじい。社会主義市場経済システム。改革開放後
の中国は一つの新しい「くに」のかたちを提示しつつあ
るのではないか。中華人民共和国。人類史上稀にみる
14 億になんなんとする人々を束ねて行政が行われてい
る。政治的には自由は認めず非民主的。日本と同じく市
民社会として成熟した「くに」ではない。しかし、この

「くに」には、「易姓革命」という儒教に基づいた社会通
念がある。徳が失われた王朝（姓）に対して天が見切り

（天を革める）をつける。厳然として民を束ねる社会秩
序がもたらされてきたのである。そして経済は治政の安
定を前提に駆動してきた。
　今回も、政治的安定が与えられる中で、実験都市と
しての深圳が大成功を収めたのである。共産主義なが
ら、私的所有権という概念を導入し、自由競争と利潤動
機を機能させている。中国は列記とした資本主義国家で
ある。そもそも深圳というところは何もない寒村であっ
た。そこが高々 40 年でシリコンバレーに比肩する世界
のハイテク産業都市に成長したのである（人口 31 万人

＜ 1979 ＞→ 1250 万人）。深圳という地方都市を含め、
中国という「くに」は事実上分権国家である。そこに
は、中華（漢人）社会の地域自治的伝統的統治システム
が鎮座しているといった方がよい。共産党政権も例外で
はない。分権的構図の上で機能している。このシステム
は 10 世紀の宋の時代にさかのぼる。皇帝がいて、中央
政府は、科挙の制度が生み出すエリート官僚システムに
よりがっちり固められ、もう一方の地方は、その首長は
中央政府から任命されるが、秩序の源泉は族長を頂点と
する血縁や苗字によって結ばれる宗族制度にある。宗族
制度は広大な中国の隅々まで行き渡っているという。こ
の中央と地方の、皇帝による官僚直接統治と地方の宗族
による地域統治の二重構造が中国社会の秩序を維持して
きたのである。

２）米国は囲い込み政策から封じ込め政策へ
　深圳の人々は政治は不自由だが、経済は自由の社会を
生きている。彼らはそれで充分だとし人生を謳歌してい
るように見える。中国の改革開放政策は軌道に乗ってい
る。自由で民主でと調整に時間がかかる世界より明らか
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に経済効率は高い。このままいくと米国経済も 10 年以
内に中国に抜かれてしまう。
　ワシントンの空気が夏ごろから急変したという。躍進
する中国経済と伝統的な中華的・東洋文明的・覇権的な
政治の仕組みに米国覇権の危うさを感じ取ったのであ
る。西洋文明の危うさに気付いたのである。トランプと
いう特殊個性的な人物の繰り出す政策に対してではな
い。米国の知識層が真剣に深刻に、この事実を受け止め
始めたのである。これまで途上国に対してはエンゲージ
メント（囲い込み同化）政策により寛容に対処していた
米国がコンテインメント（封じ込め）政策に大きく舵を
切ったのである。新冷戦という言葉がまことしやかにか
わされ始めている。事態はここまで進んでいる。

３）西洋近代と愚直だった日本人
　溌剌として仕事をこなす深圳の経済人をみていると、
彼らの経済システムに郷愁を覚えるのはどうしてなのだ
ろうか。少なくとも十分魅力的だ。我々も坂の上を見つ
めて溌溂と生きた時代があった。明治期は「文明開化・
殖産興業」と叱咤激励され近代化の道を歩んだ。その道
は今の中国のような統治の仕組みではなかったか。天皇
を頂点とした優秀なエリート官僚の統治システムの下、
江戸時代に培われた地域の自治組織が生んだ有能な人材
に支えられて、明治維新後の奇跡の資本主義化（西欧列
強に仲間入り：帝国主義化）を実現させた。しかしなが
ら、未熟な近代化の末路は天皇を神格化し人民を結集さ
せた大戦争という愚挙に帰結する。そして、敗戦後は幸
運にも、米国の庇護のもと経済に邁進できる環境に恵ま
れ、欧米が驚く奇跡の経済復興をなし遂げることができ
たのではなかったか。
　そして、確かに、日本はモノづくりという点では西洋
近代が生み出したレベルを凌駕した。しかし、その近代
は個が自立し思考し自主的に行動して市民社会を構築し
ていくとする西欧近代の精神が生み出したものではな
かった。個々人は相変わらず群れることで安心を得、迎
合し徒党を組むことを良しとする人々であり、行動原理
には変化はみられず、村落共同体的マインドが会社共同
体マインドに転移し、引き続き勤勉に働いただけではな
かったか。自主自尊の精神をもち孤高とし、自由闊達に
議論を尽くし意思決定し、市民意識（シティズンシッ
プ）がイノベーション（アトレプレナーシップ）を掻
きたてる英米的な世界では決してなかった。日本という

「くに」は西洋近代の精神は置き去りにしている。日本
では自由で民主で寛容でイノベイティブという価値観は
個々人の人格の発露としてあるものではない。それらの
概念は記憶の対象として暗記はされるが、本質が理解さ
れているわけではない。

　西欧の人々は、彼らがつくり上げたこの社会はフィク
ションであることを自覚している。百点満点ではない。
だからこそ、常に変革を求める。自省的生活を常とし、
時間軸をもって未来を見つめている。子供や孫の時代を
考えるという習性がある。営々と築きあげた近代という
美しい「大きなものがたり」に対して、冷静に終焉を予
告し、ポストモダンに挑んでいるように見える。中世の
時代、教会を介して神を崇めた彼らは、宗教革命を起こ
し神を自分たちの身近なものとし、そして自分たちを中
核とする市民社会を創ったのちは、神は自分たちの信じ
るもの、いわば市民的価値となる。人間至上主義であり、
かけがえのない存在である人間を神とするものである

（公共宗教 / 市民宗教）。そして、だから、今は、個の存
在、個の尊厳を揺るがす存在になる AI に対し強い危機
意識をもって臨んでいるのだ。

４）中国という「くに」の強靭さ
　人類史上最大の「広くて大きくて深く多様な」中国と
いう異形の社会では、多種多様な生身の人間がぶつかり
合い、その結果としての、ある種の、複雑系でいうカ
オスの縁と呼ばれるダイナミックな秩序が生まれてい
る。そして、複雑系でありながら、そこには巨大な「く
に」中国という社会なりに「ゲームのルール」が成立し
ている。それは西洋規範的ではない。日本人の本音・建
前を使い分けるようなものでもない。生身のデファクト
主義とでもういうべき彼らの行動原理がそこにはある。
私は、つまるところ、彼らのこのような生き方・生活の
仕方に、中国という社会の強靭さを感じてしまうのであ
る。美しい虚構である西欧文化に対し、デファクトで物
事を進めていくが故に、中華的文明の方が西洋文明よ
り、強いのではと思ってしまうのである。統治の仕組み
も個々人の行動原理においても、彼らの方が強いのでは
と考えてしまうのである。

５）深圳という急成長の実験都市
　深圳は今や人口 1200 万人、GDP は香港を抜き（一人
当たりＧＤＰは東京都の３の２、経済成長率なお実質
10％）、シリコンバレーと比肩する世界のハイテク産業
地域に変容した（面積・人口は東京都とほぼ同規模）。
中国における国際知的財産申請件数の約 5 割が深圳発で
あり、その増加率は年率 50％増（1.9650 万件（2016））
と凄まじい。投資機関である VC・PE の数が約 5 万社、
資金総額が約 50 兆円といわれている。全国・全世界か
ら約 3 千の研究機関（約 100 カ国）が集結し、研究開
発契約・アライアンスが実践されている。 中山大・香
港中文大・清華大・UC Berkely など、名だたる大学が
キャンパスをオープンし、 バーチャル大学パークも発
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足、清華大、北京大など 国内大学 44、香港大など６大
学が参加。研究開発機関（262）、国際研究機関（７所）
も参加している。 共同研究室も 1493 に上り、そこには
ノーベル物理賞・化学賞科学者も参加しているという。
また、BAT・Apple・Microsoft・ Qualcomm などの企
業研究開発センタも進出している。世界トップ 500 の
199 社が拠点をもちこの地域のグローバル性を物語って
いる。イノベーションのスピードも新規登録企業数：56
万社（2016 年）2.5 人の中１人は創業者：総企業数の約
7 割が 2014 から 2016 の起業と若く、地域の平均年齢約

30 才、と凄まじい（深圳大学の資料による）。私たち日
本人の想像を絶する世界である。日本人が想定する信頼
という社会インフラはないが、セキュリティシステムの
人間関係（グワシン）の仕組み（宗族制度、）には盤石
の歴史を重ねている。
　個々人が、非団体的で人間として強い。そして個々人
同士のネットワーク力に優れる。逞しさの塊のような彼
らは、日本人に比べ遥かに資本主義的な人々ではない
か。突如、深圳という言わば自由の新天地（新世界）が
与えられ、人々（自由人）が結集した。アングロサクソ

図 1

ババのジャック・マー退任を巡っては、習近平が浙江省時代からの付き合いのあるジャッ

ク・マーを引き抜いたとのうわさもある。中国は AI 大国まっしぐらである。すでにウイグ

ル自治区での AI 監視社会が実行に移されている。AI という武器を利用して、中国の伝統で

ある易姓革命統治が行われるとすれば。功利主義という大義名分を持ちこんで AI 権威主義

国家を完成させるのではないかと危惧される。14 億という人々をまとめあげるにはこれし

か方法がないのではとも思う。この手法で専制国家を巻き込み、世界の覇権を企てるやもし
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義として中国において完成されつつあるのではないか。 

 

 
 

 

 

図 2

07_小門_vol11.indd   93 2019/04/01   13:49



地域イノベーション第11号 − 94 −

研究報告

図 4
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ンの近代的ビジネス手法を知悉する香港人・華僑、そし
て台湾の人々を迎え入れ、深圳に集う中国の人々は瞬く
間に、水を得た魚のように、貨殖的に（経済合理的）に
よそ者同士の新しい世界をつくってしまったのではない
か。「よそもの集団による複雑系的自生的ビジネス秩序」

が形成されてしまったのである。そこには中国の伝統社
会で培われた幇的絶対的信頼とネットワーク性という習
性が活かされ、儒教的信条が道徳的規範が根底に流れて
いる。さらには、タイミング的に激動する第四次産業革
命という世界史的大波をとらえてしまったのである。ソ
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図 5

 
 

 

 

 
 

 

 
ビエト・東欧の社会主義経済圏の崩壊と日本型製造業モ
デルの崩壊を尻目にグローバル化デジタル化の波を乗り
こなしているのである。
　深圳は中進国の罠を乗りこえる。人件費は 2010 年代

に入り昂騰。EMS を典型とする労働集約的製造業モデ
ルは後退し、アウトカムエコノミの時代を新たな経営
原理を異にする三つのタイプの企業群からなる産業構
造に脱皮している。それらは、グローバル化した大企

図 6
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業群、ハイテクモノづくりのサプライチェーンを形成す
る中小企業群とグローバルなエコシステムに支えられる
ベンチャー企業群という三つの企業群である（図１、２
参照）。そしてアジャイルで元気な中国の人々のモビリ
ティがそれぞれのグループをつないでいる。深圳という
地域は、シリコンバレーというオープンイノベーション
の基本を文化的にも産業組織論的にも具備しているので
ある。地方政府も地域間競争を勝ち抜くために、地域振
興・地域開発に躍起である。地域に派遣された共産党官
僚はそこでの成果が昇進と直結している。深圳地方政府
は勢いある地域経済人をサポートし地域経済を支える。
それが彼らにとって得策なのだ。地方政府が地域経済の
サブエンジンとして機能しているのである。言い換える
と、自立的よそ者が集まり互いに競い合う中でゲームの
ルールが創生され、地域としてのアイデンティティが形
成されている。コミュニティキャピタルが存在すると言
いたくなる。弱いつながりとコミュニティのゲームの
ルール、一つの産業集積モデルとしても興味深いものな
のである。
　なお、深圳経済はシリコンバレーと比肩する存在に
なっており、私の推計では GDP ではシリコンバレーを
越えている。しかも、深圳とシリコンバレーとは、よそ
もの文化を形成することや社会構造において、詳細は別
稿に譲るが、一部ここでも紹介した通り、共通する点が
多く、いづれもオープンイノベーションの構図を明快に
説明できるのである（図３、４参照）。日本については、
高度成長期には経済の力強さ、イノベーションの可能性
を描けるが、残念ながら、現代はイノベーションに至る
社会のエネルギーが描けない（図５、６参照）。
　深圳は、鄧小平のいう雑種ねこが内外の境界を越えて
集まり疑似シリコンバレー文化を創生し、世界のハイテ
ク産業地として生まれ変わったのである。鄧小平の願い
を叶えたのである

６）	中国という「くに」のイメージをより深めるために
　中国という文明に関心を持ち沢山の文献を読ませても
らった。中でも『橘玲の中国私論』（橘玲『言ってはいけない

中国の真実』）が学術的論文ではないが、多元的に立体的
に中国社会を巧みに描写しており、異形空間のイメージ
を膨らませてくれる。彼、橘玲の言葉をいくつか紹介し
て、中国という「くに」のイメージ、中国人像をリセッ
トしていただければ幸いである。

　中国人には信用という資源が枯渇している（p ３７）。それは中

国には人間があまりにも多いのだ（p ３７）。歴史的・文化的要因

から社会資源としての信頼＝絆が常に不足していた（ｐ 67）。彼ら

は相手を騙すということではない。

　広い国土と多すぎる人口を背景に、中国では郷党と宗族という人

的何とワークに頼って寄る辺ない社会を生きぬいていくライフスタ

イルが確立した。この人的ネットワークが中国を理解するキーワー

ド「関係（グワシン）」だ（ｐ５３０）。・・・・広大な中国では移

動（流浪）が避けられないから、場所を基準とした社会秩序は意味

がない（ｐ 54）。

　「自己人」（インサイダ）」とは・・・１００％信用できる相手のこ

とだ。人間関係でもっとも大切なのは血縁だが情誼（チンイー）を

結んだ朋友も自己人の内に入る。・・・・中国人の行動文法は裏切

ることで得をする機会を得たときに、それを躊躇なく実行すること

を道徳的に悪と考えない（p63）。

　中国人社員は組織（会社）ではなく個人単位で物事を考えるか

ら、競争や信賞必罰に抵抗がない。考え方が論理的で納得できない

ことには従わないから・・・・（精神論は通用しない）（ｐ 71）

　「改革開放」というのは、中国の人々にとっては、「共産党の支配

を容認する代わりに自分たちの金儲けには口を出させない」という

暗黙の契約だった（ｐ 177）。

　たくさんの贈与を行えるというのは、それだけ権力をもっている、

という証明でもある。・・・相手はそれに匹敵する返礼をするか、

全財産を指しだして支配下にはいるしかない。このようにして「贈

与すればするほど得になる」という経済合理的な戦略が成立する。

（ｐ 185~186）。

　孫文は「まだ中国人という国民意識がなく人民が民主主義を理解

していない・・・・・あまりに広く公正な選挙が物理的に不可能・

・・中国人が愚民であり賢人による支配が必要」と軍政や訓政の必

要性を説いた（p281）。

　「愚かな人民はエリートに支配された方が幸福だ」という典型的

な愚民主義で、儒教的な価値観から強い影響を受けている（p282）。

　革命の正当性を失っても共産党支配が続くのは・・・・・中国の

人々は独裁に苦しんでいるが独裁を必要としてもいる（p284）。

　　
７）易姓革命とAI / 統治的功利主義への懸念
　中国は「広く・大きく・深く・多い」、人類史上まれ
にみる超大国である。複雑極まりない中国では、儒教が
底流に流れ、易成革命という統治思想が徹底される。倫
理意識のある国家でもある。功利主義による統治という
考え方がある。統治功利主義とは「統治者が最大多数の
最大幸福を目指して制度設計し政策運営を行う統治の手
法」のことと理解される。
　2017 年末グーグルの創業会長シュミットが辞めた。
その時彼はグーグルが AI で中国に後塵を拝している旨
を告げた。テンセントとアリババの決済金融革命は AI
の成果である。アリババのジャック・マー退任を巡って
は、習近平が浙江省時代からの付き合いのあるジャッ
ク・マーを引き抜いたとのうわさもある。中国は AI 大
国まっしぐらである。すでにウイグル自治区での AI 監
視社会が実行に移されている。AI という武器を利用し
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て、中国の伝統である易姓革命統治が行われるとすれ
ば、それは功利主義という大義名分を持ち込み AI を権
威として掲げ、権威主義国家を完成させてしまうのでは
ないか。14 億という人々をまとめあげるにはこれしか
方法がないのではとも思う。この手法で専制国家を巻き

込み、世界の覇権を企てるやもしれぬ。AI 時代を迎え
るにあたって、今、法哲学ではまことしやかに統治功利
主義が議論されていると聞く。様々な問題をはらむ功利
主義である。その功利主義が皮肉にも統治功利主義とし
て中国において完成されつつあるのではないか。
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